
 

 

 大阪府泉大津市より参りました泉大津警察署管内防犯協議会直轄婦人部

の代表の天野と申します。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

          ………………………………………………………………………………… 

 初めに活動地域の紹介をさせていただきます。私た

ちが活動する地域は大阪府の西南部に位置し、大阪湾

に面する泉大津市と忠岡町です。泉大津市は世帯数約

３万 1,000 世帯、人口約７万 8,000 人が暮らし、港湾

のまちとして泉大津港があり、近年物流の拠点として

多くの企業が進出しています。市内中心部の南海泉大

津駅周辺では再開発が進み、店舗、ホテル、36 階建て

の超高層マンションが建設されています。忠岡町は世

帯数約 6,800 世帯、人口約１万 8,000 人が暮らし、東

西に約５キロメートル、南北に１キロメートルと東西に長く、南北に短い地形で、日本一面積の小さ

い町です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ………………………………………………………………………………………… 

 それでは私たちＳＡＦ（サフ）の概要について説明さ

せていただきます。私たちは、平成７年６月 18 日の泉大

津市忠岡町の住民大会において、泉大津市及び忠岡町在

住の女性や、地域・職域の防犯委員会に所属する女性が

「地域の安全・安心のために迅速に対応する」ことを目

的に、泉大津警察署管内防犯協議会直轄婦人部として結
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成された女性防犯ボランティア団体です。 

 私たちが普段活動するときに使用する団体名としてはＳＡＦ（サフ）という名前を使っています。

ＳＡＦとは「Ｓａｆｅｔｙ（セーフティ） Ａｃｔｉｏｎ（アクション） Ｆａｉｒｌａｄｙ（フェ

アレディ）」の略称で、安全のために活動する女性という意味です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この写真はＳＡＦ（サフ）が結成されたときの住民大会の写真です。住民大会において 42 名全ての

名前を呼んでいただき、委嘱状の交付を受けました。大会決議文を朗読したときに、いままで以上に、

泉大津市・忠岡町を安全で安心して暮らせるまちにしていかなければいけないという思いで身が引き

締まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 結成当初は、駅前や各種大会において毎月３回以上、街頭犯罪被害防止に向けチラシの配布や、被

害防止の声掛けなどの啓発活動を行いました。活動当初、メンバーは防犯活動に不慣れであり、声掛

け活動など本当に恥ずかしく、納得した活動ができず、また私たちが行った活動によって果たしてど

ういう効果が期待できるのか不安を感じることもありました。とにかく試行錯誤の繰り返しでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

       ………………………………………………………………………………………… 

 私たちが活動を始めてから５年が経過した頃、大阪の治安は良くなるどころか悪くなる一方で、全

国的に見ても治安が悪くなっていました。私たちは、「なぜこんなに犯罪が減らないのか、ひったくり

が減らないのかを、みんなでどうしたらいいか考えました。考えた結果、これだけ犯罪が発生してい

るのをほとんどの人が知らないということが原因として挙げられました。また他人事のように思い、

私は被害に遭わないから大丈夫と思っている人が多く、防犯意識が低いということでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 どうしたら犯罪が減るのか、ひったくりが減るのかと考えた結果、地域の方に防犯について興味を

持っていただこう、もっとインパクトのある広報啓発活動をしようということになりました。そこで、

私たちは独自の振り付けを加えたオリジナルの「よさこい鳴子踊り」を通じて、ひったくり被害防止

の啓発活動を行うことになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今までよさこい踊りを踊ったことがなかったので、

振り付けを覚えるのに非常に苦労しました。また、

みんな家庭や仕事があって、集まって練習できるの

は週に１回、あとは家で自主練習をして、市民大会

に臨みました。初めて披露したのは平成 12 年の市民

大会でした。背中に「ひったくり撲滅」と染め抜い

た赤を基調にした派手な裾長の法被に鉢巻きという

いでたちで、両手に鳴子を持ち、勇壮な祭り囃子の

曲に合わせて、よさこい鳴子踊りを踊りながらひっ

活動内容 



たくりの被害防止を訴えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その活動は多くの人の目に止まり、新聞にも取り上げられ、地域の住民の方々に、ひったくりに注

意しなければいけないという防犯意識が広がっていきました。活動を見て、ぜひ私も活動に参加した

いという希望者が現れたり、地元のお祭りなどで披露してくださいという依頼が来るなど、私たちも

活動が地域に浸透しているということで大変元気が出ました。また、新しく防犯ボランティア団体が

発足するなど、地域のボランティアの活性化にもつながっていきました。 

 私たちは、ひったくり撲滅に向けたさらなる取組みとして、オリジナルのひったくり被害防止ＣＤ

「無くせ！ ひったくり」を作成しました。歌詞は大阪らしい内容で、みんなに覚えてもらえるよう

にして、この曲を流してよさこい鳴子踊りを踊り、ひったくり撲滅を訴えました。防犯意識の希薄な

若い世代の人も、「一度聞いたら耳に残るわ」と言ってくれて、広い世代に関心を持ってもらうことが

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最近では、女子大生の方々が、私たちの踊りを見て「一緒に踊らせてもらいますか」と言って私た

ちが練習しているところへ来てくれました。学生さんは若いので、踊りの基礎はやってないけれども

踊りそのものを早く覚えてくれて、私たちも年はいってるけど負けんようにがんばらなくちゃなとい

う思いになりました。 

 大阪では、毎月 11 日を「ひったくり防止デー」としているのですが、毎日 11 日に管内の大型スー

パーや駅周辺で、買い物の主婦や通勤途中のＯＬ、通学途中の女子学生などを中心に、ひったくり防

止カバーの取り付けキャンペーンを行っています。 

 取り付けが終わった後のありがとうという感謝の言葉が私たちの活動の活力となり、１件でもひっ

たくりが減ればいいという思いで、夏の暑い日も冬の寒い日も、みんなでがんばっています。これか



らもがんばっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ………………………………………………………………………………………… 

 ほかにも、ひったくりの被害者は女性が大半であ

ることに注目し、市民大会や公民館などにおいて法

被を着て出向き、ひったくり場面の実演を交えて防

犯教室を行っています。見ていただいた方から、「鞄

はたすき掛けをして持ち歩いたら一番いいんですね、

これからはたすき掛けにしますわ」と言ってくれる

方がいて、私たちのすることに対して心から感謝し

てもらっているようで、本当にうれしく思っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動効果 



 ひったくり被害防止活動以外にも、「年金支給日」に銀行を訪れた高齢者に対して振り込め詐欺被害

防止の声掛けや、チラシの配布など、振り込め詐欺撲滅に向けた活動を行っています。おかげさまで

今年に入って泉大津市と忠岡町では振り込め詐欺の数は大変少なくなったそうです。ゼロまではいか

ないと思っていますが、大変少なくなっているということで喜んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ……………………………………………………………………………………… 

 平成７年から活動をして今年で 19 年目を迎え、赤い法被を着て活動している姿が地元の方にも定着

し、声を掛けてくれる人が多くなりました。ご苦労さ

んやね、がんばってねという声は本当にうれしいです。

これからもひったくり撲滅、振り込め詐欺被害防止に

向けて地域と一体となった活動を行い、みんなが笑顔

で暮らせる安心なまちを目指し、がんばっていきます。 

 最後に、私たちが市民大会などで演技している「無

くせ！ ひったくりよさこい鳴子踊り」をこの場で披

露させていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

今後の目標 


